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要 旨  

 

これまで、代謝性機能障害に伴う脂肪性肝疾患（MAFLD）の診断には、アルコールの過剰

摂取を含む他の慢性肝疾患を除外する必要があった。しかし，現在の MAFLDの病態の理解

とその有病率の上昇を考えると，MAFLDを診断するための「ポジティブな基準」が必要で

ある。本研究では、22カ国の国際的な専門家からなるパネルが、包括的かつシンプルで、

他の肝疾患とは独立した MAFLDの診断のための新しい定義を提案している。その基準は、

次の 3つの基準、すなわち、過体重／肥満、2型糖尿病の存在、または代謝異常の証拠の

いずれかに加えて、脂肪肝の証拠に基づいています。私たちは、疾患の評価と重症度の層

別化は、脂肪性肝炎と非脂肪性肝炎という単純な二分法による分類を超えて行われるべ

きであると提案している。また、MAFLDに関連した肝硬変を定義するための一連の基準を

提案し、脂肪肝の他の原因を考慮するための概念的枠組みを提案している。最後に、診断

基準と研究や臨床試験の組み入れ基準の区別を明確にしている。MAFLDの診断基準につい

てコンセンサスを得ることは、ICDコーディングなどの用語を統一し、臨床現場や臨床試

験の正当性を高め、臨床医療を向上させ、肝臓研究の臨床的・科学的分野を前進させるこ

とにつながる。  

 

 

 


